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随 想

CIBERT教 授 との数 日

東京医科大学教授 鈴 木 三 郎

LYONは 京都に例えられる.し かし,風 光は京都に劣る.学 都であるのは京都のそれと

変るものではない.そ こに私はJEANCIBERT先 生を訪ねた.学 識人格ともにフランス泌

尿器科学会の第一人者である.巴 里滞在中に先生が学会では信望のきわめて厚い方と聞いて

いた.1958年 の国際泌尿器科学会ではCOUVELAIRE教 授と「腸管の泌尿器科利用の適応」ノ
に就て特別講演 をされてお り,ま たLATUBERCULOSERENALESOUSL'ANGLE

DELATHERAPEUTIQUE(1946)は 代表 的な著書であ る.

私 は南仏 の 日程 を くりあげて予定 よ りも早 くLYONに 着 いて病院地区行政 当局 と打合せ

を した.そ の翌 日先生 とJEAND'ARCク リーッ クでお会いできるようになつ た.そ の当

日,先 生 を待つ間 に私 のもとに手術室 の看護婦が来 て,ま つ さきに 日本人の看護婦 に会 えと

の話があつた.こ れ は先生 の取計 いであ る旨を申 し伝えた.私 がその方 に会つて話す と,東

京の方でROMEに 派 遣 され,更 にLYONの,こ の ク リニッ クに勤務 され てい る由.日 本

名は佐藤,し か しここではMARIEMASSABELLIAYURIの 洗 礼名で呼ばれている.私

は久方ぶ りで,こ の方 と日本の噂話 を し,ま た先生 のお人柄 などもうかがつた.や がて,先 生

が部屋に入つ て来 られ た.先 生は長身で色が極 めて白いふちなしの眼鏡が よく似合つ た方で

ある.物 柔 らかで,そ の声は女性的である.こ んな優 しい声 の方がメスを執 るのか と思 うと,

い ささか不審 の念がわ いた.初 対面の挨拶 がす み,先 生の第一の質問は`"長 い旅 をつづけ て

どうだつたか"と 言われ た.私 は ぐぐフラソス人 が親切に教えて くれたのでどうや ら此 処にた

どりついた"と 答 えた.先 生はe填 実 にフ ラソス人が親切だつたか.俺 はそれが一番心配だ

つた ."と 語 られた.私 はこの最初の言葉 に普通人な らぬ先生を認めた.先 生の手術 の殆 ど

がこのク リニッ クで行われ た.そ の後 に助手連 中 と一緒にLYON大 学 病院 のEDWARD

HERRIOTに 行 くのを例 と した.こ こで先生 は外来や廻 診をなさる・病床 は100床 で・先生

の不在の時はPROF.AGRECEDURANDが 任 に当る・助手は フランス人2～3名 ・他は

BREslL,POLOGNE,IRAN,ESPANGNE,AFFRIQUEの 外 人医師である・日本か らは

重松教授 も先生 を訪ね られたそ うである・先生の部屋 の壁 には世界各地 か ら先生を訪ね た医

師の姓名が夫 々の世界地 図の上 に記入 され てあ る・

私が先生 の手術 を見学 したのは腎孤立嚢別除・腎部分切除・再 発の腎孟腎杯結石 の切石術・

腎痩術,MILLIN法,尿 道下裂2例 等で あつ た・先生 はDENNIS-BROWN法 は 全 く行わ

ないそ うで ある.思 師 のMARIONよ りDUPYTREN法 を教つたが・ど うも思わ しくない
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ので今では痩孔を残 さないJ.LEVEUFETH.GONARD(1938)を す すめ られ ていた ・こ

の論文の掲載 された雑 誌を傍 にお きなが ら手術 をすすめ られていた.こ れ も一寸先生な らで

はで きぬ ことであ る.入 院患者で興味のあつた手術 は下行尿路 の固定 と してMARSHALL-

MERCHETTI法 を 行つた者,脊 髄破 裂手術後 の膀胱状態観察中の者,巨 大尿管2例 で あろ

う また先生の外来 診察 は学生及び助 手を集 めて盛に討 論 される.例 を挙 げればJOHNSON

法 に よる水腎成形術,COUVELAIRE法 に よる尿管成形術,子 宮癌 による尿 管膣懐 に対す

る膀胱 形成術,膀 胱 癌別 除後 の同様の症例等 であつ た。諸検査は もとよりピエ ログ ラムな ど

は5,15分,1,1%,2,2%,3,3%時 間 までも撮影 してあつた.

一 夜 ,先 生は私を夕食に招 いて呉れた.同 席 は前 述の各国の助手達 である.先 生は本来 な

らば 自宅に呼 ぶのだが令息 の病気のために料亭 に変更す ると説 明 され た.先 生 の書斎で小憩

の後"ブ ラジーおば さんのお宿"と で も呼 ぶ料亭 に案内 して下 つた.私 は巴里 を出てか ら逐

次食慾を欠きMONTPELLIERのTRUC教 授 に 夕食 を招かれ,翌 日 の 地 中 海 海 岸

VILLEVELUTTE療 養所見学後再 び同教授が助手2名 と一緒 に魚料理 をすすめ られた.

そ の時,紅 茶 のみに過 した位 で,既 に私の胃潰瘍 は相当進 行 していたのであろ う.従 つ て

CIBERT先 生 に胃腸の具合 を話 して生がきの外1～2品 に していただいた.勿 論,ぶ どう

洒 も飲めない.幾 通 りかの料理の運ばれる間,日 本の風 習,風 光 の話 なども先生か ら質問 さ

れた.ま た料亭の話 も出たので,瓢 亭 の座敷 の古 さなども話 してみた、、そ の内 に先生の皿 に

筍 を煮 たような料理が運 ばれ た.私 は もの珍 ら しげな ままにCCそ れは何 と呼ぶ料 理ですか"

と尋ね た.す ると先生は食慾 のない私 に少 しで も食べ させ ようど思つたのか"少 し食べ てみ

るかい"と 言われ た.先 生の皿の筍 ような煮つけは実はARTICHAUTに ほ かな らなかつ

た.ぶ しつけに料理をたつね た失礼 もとがめず優 しく少 し食べてみ るかい と言 う言葉 は今 ま

でにない御馳走に思えた.ARTICHAUTは 旅 窓か ら畑 に裁培 されてい るもの,駅 のケイ,

青 物屋の店 で も見受けた.こ の料理 はまつ小皿 に 自身で ソースを作 る.片 手 で この野菜 の球

を押 えて外側 から皮をむき,そ のつけ根の薄紫の肉を ソース に浸 して食べ るそ うだ.内 側ほ

ど肉も多 くな り最後に焼 茄子の皮をむいた ような芯 が残 る.理 由は知 らないが これが浮気女

や男 の心臓 に例 えられ るCOERD'ARTICHAUTと 聞 いていた.料 理法 によつ ては芯 を抜

き外側の一部を前菜 などに使 うそ うだ.変 つた料理法で出 した ものを私は筍 のように思つた

のである.そ れで私は先生にCtこ のARTICHAUTに は心臓 があ りませ んね え"と 話 した

ところ先生はW私 にはその必要が ない よ"と 答 えられた.き び しい先生 にもやは り冗 談は理

解できる.生 粋 のフランス人 なのであろ うLYONを 去 る日が来 た.先 生 にお別れ の挨拶

を申上 げたところ先生は ぐe私はいつか退職 して余生 を送 る.そ の時,こ の壁 に掛 つている世

界地 図を見 るのが楽 しみ となろう 私は必 らず 日本を思 い君 の姿を思 い浮ぺ る.ど うか帰国

した ら君 の写真を送 つてくれ"と 語 られた.私 は聖者の掌を握 る思いで別れの握手を した,

異邦人 と して先生 のこの言葉 を髄に滲 み こませ た.ど こか温 く深みを伴 つて記億 の芯にひた

つていた.

8月 中旬・ROMEの 修 道女か ら消息があつた.f℃IBERT教 授 も一 度は 日本 に行 くと張

り切つてい らつ しやい ましたか ら,そ の内 日本で再 会で きるで しよう ..私 もLYONで 多 く

を学 びました・技術 の数 々も貴重で御 座い ますが,医 学に身を捧 げ る者 に とつて大切な真実

と愛 がCIBERT教 授等 の働 きの中に生 々 と輝 いてお ります これをみた時,私 は 日本人 と

して深 く反省 させ られ ました'7(以 下 略 原文 の まま)t"t'1

この消息を もた らしたのは誰れであ るか,す でに読者はおわか りの ことで しよう.


